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「第三次中期経営計画」の修正に関するお知らせ 
 
 当社は、今般の激変する事業環境を踏まえ、「当社の企業価値創造に向けた経営課題

と施策」を策定し、2007 年 12 月 21 日に公表いたしました「第三次中期経営計画（平

成 20 年 12 月期～22 年 12 月期）」を修正いたしましたので、下記の通りその概要を

お知らせいたします。 
 

記 
 
 
Ⅰ．背景と理由 
 当社は、2008 年から 2010 年を、経営構造を改革し、国内事業の再構築、海外事業

の確立、新規事業の開発に注力する 3 年間と位置づけ、第三次中期経営計画（以下「現

中期経営計画」といいます。）に基づいて事業成長に向けた取り組みを行ってまいりま

した。しかしながら、現中期経営計画初年度における世界的な経済金融情勢の悪化と消

費の低迷を受け、2009 年および 2010 年の事業計画を修正すべきとの判断にいたりま

した。 
 
 
Ⅱ．事業計画の修正概要 
１． 修正の骨子 
 国内事業においてはリフォーム需要の開拓による成長を、海外事業においてはエリア

展開と既存エリアにおける収益性向上を、それぞれ目指していく基本方針は維持してま

いります。 
一方、2009 年および 2010 年は足元の急激な事業環境の悪化に対処すべくコスト構

造を全社的に見直し、収益性向上に向けた競争力のある企業体質に変革することを経営

の最優先課題と位置づけました。同時に、成長に向けた仕掛けを行い、国内事業の再構

築、海外事業の確立および新規事業の開発を通じて持続的成長につなげてまいります。 
これに伴い、現中期経営計画において当初掲げた「売上高拡大による営業利益の増加

を図る」という基本姿勢を見直し、現中期経営計画の 2 年目および 3 年目は「経営構

造改革の加速による営業利益の増加を図る」ことを目指してまいります。 
 



２． 修正における主な施策 
（１） コスト構造の見直し 

販管費の削減、製造原価の低減を通じ、2008 年から 3 年間にわたる固定費

削減目標（2007 年比）を当初計画の 20 億円から 30 億円に引き上げており

ます。 
主な取り組みは下記の通りです。 
 
【販管費の削減】 
・ 国内外営業拠点の見直し（国内：4 営業事業所、2 ショールーム対象、

海外：欧州、中国拠点の移転･統合） 
・ 海外子会社の合理化 
・ アフターサービス関連費用の削減 
・ 人事制度の改定 
・ 物流費の削減 
 
【製造原価の削減】 
・ 生産拠点の統合（システムバス生産拠点、中国生産拠点の統合） 
・ 生産リードタイム短縮による在庫圧縮 
・ 原材料費の更なる低減 
・ 仕入運賃の低減 

 
（２） 成長に向けた仕掛け 

国内の営業体制強化、海外の事業体制強化、技術･商品開発力の強化を図っ

てまいります。 
主な取り組みは下記の通りです。 
 
【国内の営業体制強化】 
・ お客さまサポートの強化 
・ 販売シナジーの追求（エリア・大手クライアント別営業部門の統合） 
・ 機能重複解消と戦略的配置 
 
【海外の事業体制強化】 
・ 事業展開のスピードアップ 
・ エリアマーケティングの推進 
 
【技術･商品開発力の強化】 
・ 国内の環境･省エネ商品展開 
・ 国内の商品展開（湯まわり空間における提案力強化） 
・ 海外の商品展開（商品ラインナップの拡充） 

 
 
 



３． 数値目標 
【実績および修正後の数値目標】 

（連結）                                                 （単位：百万円） 
 H20（08 年） 

[実績] 
H21（09 年） 

[計画] 
H22 年（10 年） 

[計画] 
売上高 181,254 180,000 180,000 
営業利益 3,445 3,500 5,000 
経常利益 3,102 3,900 5,500 
当期純利益 △1,796 500 2,500 
ROE △2.2% 0.6% 3.1% 

 
（セグメント別売上高）                  （単位：百万円） 
 

 H20（08 年） 
[実績] 

H21（09 年） 
[計画] 

H22 年（10 年） 
[計画] 

国内温水空調機器 111,933 110,500 107,500 
海外温水機器 14,630 15,000 16,000 
住設システム機器 20,148 20,500 21,500 
厨房機器 25,019 26,000 27,000 
その他 9,523 8,000 8,000 

 
 
【当初の数値目標】 

（連結）                         （単位：百万円） 
 H20（08 年） H21（09 年） H22 年（10 年） 
売上高 186,000 200,000 215,000 
営業利益 3,500 7,000 9,000 
経常利益 4,200 7,800 10,000 
当期純利益 2,000 4,100 5,500 
ROE 2.2% 4.5% 6.0% 

 
（セグメント別売上高）                  （単位：百万円） 

 H20（08 年） H21（09 年） H22 年（10 年） 
国内温水空調機器 105,500 109,000 112,500 
海外温水機器 20,000 25,000 30,000 
住設システム機器 24,000 25,000 27,500 
厨房機器 28,500 33,000 36,000 
その他 8,000 8,000 9,000 

（注） 本資料に記載されております当社の業績に関わる見通しにつきましては、現時点で入手可能な情

報に基づき当社が独自に予測したものであり、リスクや不確定な要素を含んでおります。従いま

して、見通しの達成を保証するものではありません。 

 



Ⅲ．企業価値創造に向けた今後の方向性について 
当社の企業価値創造に向けた主な具体策といたしましては、まず、中長期的な成長ド

ライバーである海外事業について、エリア別の戦略に基づき重点的な経営資源の投入を

いたします。さらに、国や地域ごとに異なるお客さまニーズ、製品基準、各種規制に対

し、環境･省エネ商品を進化させてお客さまの高い満足を実現してまいります。 
一方、国内事業においては、多様化するお客さまニーズに対応していくために、ハー

ド･ソフト両面を拡充し、売り切り型事業モデルからの脱却を図ってまいります。 
 
 なお、当社は 2015 年（平成 27 年）に向け、海外事業の確立、国内事業の再構築お

よびグローバル視点の技術深耕と新規事業開発を行うことで持続的な企業価値向上を

目指すことはもちろん、昨今の未曾有の経済状況および激しい経営環境の変化に鑑み、

より柔軟に、且つ迅速な経営体制、事業運営を行うことで更なる経営基盤の強化も図

り、「湯生活満足企業」となることを目指してまいります。 
 
 

以 上 



当社の企業価値創造に向けた
経営課題と施策

すべてのステークホルダーの皆様へ
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株式会社ノーリツ
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ノーリツは、2008～2010年を、経営構造を改革し、国内事業の再構築、　　　

海外事業の確立、新規事業の開発に注力する3年間と位置づけ、事業成長に

向けた取り組みを行ってまいりました。

2008年度は、国内事業の再構築や海外事業の確立において一部進捗に

遅れが見られた一方で、新規事業の開発が順調に進み、当初計画において

掲げた営業利益35億円をほぼ達成する結果となりました。

しかしながら、2008年度下期以降の世界的な経済金融情勢の悪化と消費の

低迷を受け、2009～10年度の事業計画を修正すべきとの判断にいたりました。

2009～10年は、経営構造改革の加速により競争力のあるコスト構造を実現し、

持続的成長に向けた体制の構築に取り組んでまいります。

第三次中期経営計画（2008～10年）の修正にあたって
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1. 国内および海外における 『事業成長』

2. 環境激変の中での 『需要開発』

1. 『価値観の変革』による3C（CHANGE、CHALLENGE、
CREATE）の実践をベースに仕事の進め方を変える

2. 品質確保と環境共生を推進し、『3大政策』 の実行により
グループの継続的成長を図る

10年後のあるべき姿を見据え、急激な環境変化に対応すべく経営構造を変える3ヵ年と位置づける位置づけ位置づけ

第三次中期経営計画 （2008～10年） の基本的考え方

基本方針基本方針

1. 激変する環境への対応　 －第三次中期経営計画の見直し－

国内国内

温水空調機器を

中核として、住設システム

機器、厨房機器を含む

『湯まわりトータル』 での

市場深耕を図り、事業の

成長を目指す

期待以上の製品・喜ばれるサービス期待以上の製品・喜ばれるサービス

お客さまお客さまお客さま

国内事業の再構築 新規事業の開発 海外事業の確立

ハウレッシュ政策 グローバル政策ニューバリュー政策

安全・安心の向上／環境・省エネルギー対応

価値観の変革価値観の変革

社会的責任社会的責任社会的責任

※ハウレッシュ ： ハウス（家）とリフレッシュを合わせた造語で、製品の製造･販売にとどまらず、

保守･点検･リフォーム等を通じて“湯生活”におけるお客さま満足度の向上を図る取り組みのこと。

事業方針事業方針

ノーリツのノーリツの33CCの実践の実践
CHANGE

CHALLENGE
CREATE

国内で培った製品・

技術開発力を活用した

タンクレス給湯器・厨房

機器等の販売エリアの

開拓およびインフラ

整備を実施し、事業の

成長を目指す

海外海外

5

1,830 1,812 35 35 34

1,109

209

261

86

1,119

146

201

250

95

26

3

▲7

8

5

35

▲0

▲11

5

6

42

▲6

▲12

1

9

165

1,055

200

240

285

80

1,860

2008年度の総括 ： 売上拡大を通じた営業利益の増加を実現できず

第三次中期経営計画初年度のハイライト第三次中期経営計画初年度のハイライト

（単位：億円）

国内温水空調機器国内温水空調機器

海外温水機器海外温水機器

住設システム機器住設システム機器

厨房機器厨房機器

その他その他

連結合計連結合計

1. 激変する環境への対応　 －第三次中期経営計画の見直し－

対前年比で、原材料費を9億円削減対前年比で固定費を16億円削減、人員は110名減少

売上高売上高 営業利益営業利益

2008年
当初公表値

2008年
当初公表値

2008年
中間修正値

2008年
中間修正値

2008年
実績

2008年
実績

2008年
当初公表値

2008年
当初公表値

2008年
中間修正値

2008年
中間修正値

2008年
実績

2008年
実績

3
大
政
策

33
大
政
策

大
政
策

合
理
化
策

合
理
化
策

合
理
化
策

ガス風呂用機器における高効率給湯器の
販売構成比は16%に上昇（計画：13%）

リフォーム需要が伸びず、住設システム
機器事業の黒字化が遅延

　

あんしん点検実施数は計画比30%

経営構造改革

米住宅バブルの崩壊、世界的な金融不安・

景気低迷・円高により、計画未達

香港・マカオ・豪州で、商材とエリアが拡大

ブラジル・ＥＵ向け輸出事業が拡大　　　　　

（前年比：280%）

ロシアへの新規参入

新商材として、ガスファンヒーターを24万台
販売し、国内温水空調機器の売上拡大に

貢献

国内事業の再構築 海外事業の確立 新規事業の開発

ハウレッシュ政策ハウレッシュ政策ハウレッシュ政策 グローバル政策グローバル政策グローバル政策 ニューバリュー政策ニューバリュー政策ニューバリュー政策
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事業環境の認識

1. 激変する環境への対応　 －第三次中期経営計画の見直し－

原材料価格の高騰と高止まり

新設住宅着工戸数の先食いとその反動

長期使用機器における安全性への関心の

高まり

環境技術への関心の高まり

温水機器、厨房機器の高付加価値化

住設システム機器の低価格化

オール電化の伸長

世界的な金融不安・信用収縮と景気後退

株式・不動産市場の下落による逆資産

効果

急激な為替変動（円高）

原材料価格の高止まりと反落

消費の低迷、リフォーム需要顕在化の遅れ

住設システム機器における低価格化の

加速

改正省エネ法、長期優良住宅法制定

当初想定した事業環境当初想定した事業環境当初想定した事業環境 2008年における事業環境の変化20082008年における事業環境の変化年における事業環境の変化

7

本修正の骨子－ 2009～10年

1. 激変する環境への対応　 －第三次中期経営計画の見直し－

足元の急激な環境悪化に対処すべく、　　　

コスト構造を全社的に見直し、売上拡大　

に依存しない競争力のある体質に変革する。

成長に向けた仕掛けを行い、以下の　　　
　3大政策を実行して持続的成長につなげる。

国内事業はリフォーム需要の開拓により　　

成長をめざし、海外事業はエリア展開を図る

とともに、これまで進出してきたエリアでの　

収益性を高めることを経営の最優先課題と

位置づける。

以下の3大政策と経営構造改革を実行し、　
持続的成長につなげる。

売上拡大による

営業利益の増加

売上拡大による売上拡大による

営業利益の増加営業利益の増加
当初当初

経営構造改革の加速による

営業利益の増加

経営構造改革の加速による経営構造改革の加速による

営業利益の増加営業利益の増加
修正修正

国内事業の再構築国内事業の再構築国内事業の再構築

海外事業の確立海外事業の確立海外事業の確立

新規事業の開発新規事業の開発新規事業の開発

国内事業の再構築国内事業の再構築国内事業の再構築

海外事業の確立海外事業の確立海外事業の確立

新規事業の開発新規事業の開発新規事業の開発
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1. 激変する環境への対応　 －第三次中期経営計画の見直し－

コスト構造の見直し －基本方針

▲16億円

▲9億円

▲20億円

▲10億円／年

▲30億円

▲10億円／年

（07年比削減額、連結）

販管費の削減販管費の削減販管費の削減

製造原価の低減製造原価の低減製造原価の低減

主な施策主な施策

固定費固定費

原材料費原材料費

当初計画
（08～10年）
当初計画
（08～10年）

2008年
（実績）

2008年
（実績）

修正計画
（08～10年）
修正計画
（08～10年）

営業拠点の統合・移転

海外子会社の合理化

アフターサービス関連費用の削減

人事制度の改定

物流費の削減

生産拠点の統合

生産リードタイム短縮による

在庫圧縮

原材料費の更なる低減

仕入運賃の低減

9

営業拠点の統合、移転

（09年：営業事業所 4拠点）

（09年：ショールーム 2拠点）

国内国内国内

欧州 ドイツの営業拠点を

　 オランダに移転

（営業効率化）

中国 上海ショールームの統合

（ノーリツ専売店へ機能移管）

海外海外海外

販管費の削減①

1. 激変する環境への対応　 －第三次中期経営計画の見直し－

国内･海外における収益性の向上に向け、営業拠点の統合・移転を行う。国内･海外における収益性の向上に向け、営業拠点の統合・移転を行う。

欧州

中国

施策事例施策事例
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1. 激変する環境への対応　 －第三次中期経営計画の見直し－

販管費の削減②

キャリア支援プログラムの導入

評価と処遇の運用改善

広告宣伝費の削減および販促制度の見直し

従業員の現地化および多能工化推進

直送エリアの拡大

配送業務の協業化

修理基準の再構築と管理徹底

管理コストの低減

海外子会社の

合理化

海外子会社の海外子会社の

合理化合理化

アフターサービス関連

費用の削減

アフターサービス関連アフターサービス関連

費用の削減費用の削減

物流費の削減物流費の削減物流費の削減

人事制度の改定人事制度の改定人事制度の改定

11

製造原価の低減①

1. 激変する環境への対応　 －第三次中期経営計画の見直し－

事業構造の合理化に向け、生産拠点の統合を行う。事業構造の合理化に向け、生産拠点の統合を行う。

住設システム事業の黒字化に向け、
システムバス生産拠点を統合

住設システム事業の黒字化に向け、
システムバス生産拠点を統合

海外事業の黒字化に向け、
上海の温水機器生産拠点を統合

海外事業の黒字化に向け、
上海の温水機器生産拠点を統合

　生産集約　生産集約

エヌアールケイ

加古川

生産工場

エヌアールケイ

加古川

生産工場

アールビー

つくば

生産工場

アールビー

つくば

生産工場

　新工場へ　新工場へ

　生産集約　生産集約
上海能率

生産工場

上海能率

生産工場
能率住宅公司

生産工場

能率住宅公司

生産工場

施策事例施策事例
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1. 激変する環境への対応　 －第三次中期経営計画の見直し－

製造原価の低減②

部品調達方法の改善

協力会社へのNRPS展開による生産効率の向上 ※

多能工化の推進

部品加工費の低減

部品内製化による付加価値の取り込み

生産リードタイム短縮

による在庫圧縮

生産リードタイム短縮生産リードタイム短縮

による在庫圧縮による在庫圧縮

原材料費の更なる低減原材料費の更なる低減原材料費の更なる低減

仕入運賃の低減仕入運賃の低減仕入運賃の低減

※ ＮＲＰＳ ： NORITZ　NEW　PRODUCTION　SYSTEM

トヨタ生産方式をベースとして、ノーリツが進める「必要な商品を必要なだけ、必要な時にお届けする」独自の生産方式で、あらゆる無駄

　　を無くすことと、短納期で商品をお客さまにお届けすることを目指しています。また、生産現場だけでなく、営業・管理業務、その他の業務

　　へ展開し、企業活動全体の効率化を推進しています。

13

成長に向けた仕掛け－基本方針

1. 激変する環境への対応　 －第三次中期経営計画の見直し－

主な施策主な施策

お客さまサポートの強化

販売シナジーの追求

機能重複解消と戦略的配置

国内の環境・省エネ商品展開

国内の商品展開

海外の商品展開

事業展開のスピードアップ

エリアマーケティングの推進

国内の営業体制強化国内の営業国内の営業体制体制強化強化

海外の事業体制強化海外の事業体制強化海外の事業体制強化

技術・商品開発力の強化技術・商品開発力の強化技術・商品開発力の強化
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国内の営業体制強化－ （1）お客さまサポートの強化

所有者登録と使用中製品の点検強化により、接点機会を増やし、

お客さま満足度の向上を図る。

所有者登録と使用中製品の点検強化により、接点機会を増やし、

お客さま満足度の向上を図る。

お客さま

維持活動

お客さまお客さま

維持活動維持活動

提案提案提案

点検
（保守）

点検点検
（保守）

所有者
登録
所有者所有者
登録登録

物流物流物流

設置・施工設置設置・施工・施工

販売
（買替）

販売販売
（買替）

修理修理修理

お客さま

1. 激変する環境への対応　 －第三次中期経営計画の見直し－

現状の接点機会現状の接点機会

仕組み・体制を整備し、

強化する接点機会

仕組み・体制を整備し、

強化する接点機会
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1. 激変する環境への対応　 －第三次中期経営計画の見直し－

国内の営業体制強化－ （2）販売シナジーの追求

大手クライアント向けの営業効率を向上させ、

需要の開発を行う。

大手クライアント向けの営業大手クライアント向けの営業効率を向上させ、効率を向上させ、

需要の開発を行う需要の開発を行う。。

エリアおよび大手クライアント別にグループ内営業部門を統合し、

湯まわりトータルでの提案力を活かす。

エリアおよび大手クライアント別にグループ内営業部門を統合し、

湯まわりトータルでの提案力を活かす。

施策事例施策事例

ノーリツノーリツ

温水空調

機器

温水空調

機器

住設
システム
機器

住設
システム
機器

温水空調

機器

温水空調

機器
厨房
機器

厨房
機器

大手クライアント大手クライアント

新体制新体制新体制現状現状現状

ハーマンハーマン

ノーリツノーリツ

ハーマンハーマン

新会社新会社

温水空調

機器

温水空調

機器

住設
システム
機器

住設
システム
機器

厨房
機器

厨房
機器

大手

クライアント

大手

クライアント
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国内の営業体制強化－ （3）機能重複解消と戦略的配置

1. 激変する環境への対応　 －第三次中期経営計画の見直し－

グループ間重複を解消し、配置転換により営業力の強化を図る。グループ間重複を解消し、配置転換により営業力の強化を図る。

営業、営業技術、アフターサービスの

3部門における機能重複を解消する
営業、営業技術、アフターサービスの営業、営業技術、アフターサービスの

33部門における機能重複を解消する部門における機能重複を解消する
営業技術部門の配置転換により営業人員を　　　　　

　7%増加させ、営業領域の拡大につなげる
営業技術部門営業技術部門のの配置転換により配置転換により営営業人員業人員をを　　　　　　　　　　

　　7%7%増加させ、増加させ、営業領域の拡大につなげる営業領域の拡大につなげる

営業
サポート
機能

営業
サポート
機能

営業
機能

営業
機能

営業
機能

営業
機能

アフター

サービス

子会社

アフター

サービス

子会社

営業

技術部門

営業

技術部門

営業部門営業部門

機能

見直し

リフォーム推進

環境・省エネ商品

業務用機器

お客さまサポート

アフター
サービス
機能

アフター
サービス
機能

アフター
サービス
機能

アフター
サービス
機能

アフター

サービス

子会社

アフター

サービス

子会社

営業

技術部門

営業

技術部門

営業部門営業部門 営業機能

強化項目

営業
サポート
機能

営業
サポート
機能

アフターサービス機能
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海外の事業体制強化－ （1）事業展開のスピードアップ

1. 激変する環境への対応　 －第三次中期経営計画の見直し－

高品質･安全性・環境･省エネ商品の開発を加速し、投資インフラの最大限活用と、

自社ブランド展開および提携戦略による事業展開を行う。

高品質･安全性・環境･省エネ商品の開発を加速し、投資インフラの最大限活用と、

自社ブランド展開および提携戦略による事業展開を行う。

環境・省エネ（民生用･業務用）、安全・安心、次世代世界標準

をにらんだ新技術・新商材の開発　

上海工場で生産する高品質な製品による世界展開

現地従業員のマネジメント力の向上およびスキルアップ　　

ショールーム、トレーニングセンターの活用

環境・省エネ（民生用･業務用）、安全・安心、次世代世界標準

をにらんだ新技術・新商材の開発　

上海工場で生産する高品質な製品による世界展開

現地従業員のマネジメント力の向上およびスキルアップ　　

ショールーム、トレーニングセンターの活用
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取替および新設需要の開拓、拡大

①ノーリツ専売店の拡大

②大手デベロッパーの開拓

③ OEM供給での流通活用

新規商材の投入　

①環境・省エネ・安全商品の拡充

②高機能・高品質化

世界市場向け商品の開発･生産

タンクレス給湯器への取替および

新設需要の開拓、拡大　

①フランチャイズ系販売工事店での拡大

②大手デベロッパーの開拓

③新規取引先の拡大

④ショールーム・トレーニングセンター活用

新規商材の投入

①環境・省エネ商品の拡充

②業務用大能力商品ラインアップ

の充実

海外の事業体制強化－ （2）エリアマーケティングの推進

1. 激変する環境への対応　 －第三次中期経営計画の見直し－

北米北米北米

商品ラインナップの充実と増量化

新規商材による事業拡大

新規エリアへの参入

中国・アジア中国・アジア中国・アジア

その他エリアその他エリアその他エリア

19

技術･商品開発力の強化－ （1）国内の環境・省エネ商品展開

住宅設備における環境･省エネ商品をシステム提案する。住宅設備における環境･省エネ商品をシステム提案する。

浴室暖房乾燥機浴室暖房乾燥機

節湯水栓節湯水栓

暖房端末暖房端末

温水床暖房温水床暖房

太陽光発電太陽光発電

パワコンパワコン

エコウィルエコウィル

燃料電池燃料電池

給湯

風呂

太陽熱温水器太陽熱温水器

節湯水栓節湯水栓

ソーラーシステム熱源器
（太陽熱温水器一体型）

ソーラーシステム熱源器
（太陽熱温水器一体型）

高効率給湯器高効率給湯器

1. 激変する環境への対応　 －第三次中期経営計画の見直し－

高効率コンロ高効率コンロ
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ビルトインコンロ

テーブルコンロ

システムバス

システムキッチン

洗面化粧台

温水機能化

商品

デザイン

使いやすさ

環境･省エネ

使いやすさ

健康・美容

1. 激変する環境への対応　 －第三次中期経営計画の見直し－

新機能開発により、湯まわり空間における提案力を強化する。新機能開発により、湯まわり空間における提案力を強化する。

技術･商品開発力の強化－ （2）国内の商品展開

Ｓ－Ｂｌｉｎｋ

ＡＤＶＡＮＣＥ

ユパティオ

エスタジオ

ソフィニア

マイクロバブル

軟水器

かんたんミスト
軟水器

事業事業

マイクロバブル

温水空調

機器

温水空調

機器

住設

システム

機器

住設

システム

機器

厨房機器厨房機器

テーマテーマ 分野分野 商品商品

21

1. 激変する環境への対応　 －第三次中期経営計画の見直し－

保有技術の展開・進化により、海外市場向けの商材を

拡大、商品のラインナップを拡充していく。

保有技術の展開・進化により、海外市場向けの商材を

拡大、商品のラインナップを拡充していく。

技術･商品開発力の強化－ （3）海外の商品展開

日本の開発技術展開日本の開発技術展開

・・

・

＊CF：屋内自然給排気式給湯器　　FE：屋内強制排気式給湯器　　FF：屋内強制給排気式給湯器

温水端末・床暖房温水端末・床暖房

テーブルコンロテーブルコンロ

CF⇒FE・FF市場化
給湯器※

CF⇒FE・FF市場化
給湯器※

高効率給湯器
（民生用・業務用）

高効率給湯器
（民生用・業務用）

太陽熱温水システム太陽熱温水システム

ビルトインコンロビルトインコンロ

電気温水器電気温水器

暖房専用機暖房専用機

世界基準への対応世界基準への対応 次世代基準への対応次世代基準への対応

グローバル環境・省エネ・安全商品グローバル環境・省エネ・安全商品 厨房商品厨房商品 商材の拡大商材の拡大
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2009～10年度修正計画 ： 売上維持とコスト削減により営業利益の増加を目指す

（単位：億円）

　1,119
（1,055）

　　146
（200）

201
（240）

　250
（285）

95
（80）

1,812
（1,860）

　1,105
（1,090）

　　150
（250）

205
（250）

260
（330）

80
（80）

1,800
（2,000）

1,075
（1,125）

160
（300）

215
（275）

270
（360）

80
（90）

1,800
（2,150）

42
（26）

▲6
（3）

▲12
（▲7）

1
（8）

9
（5）

34
（35）

38
（39）

▲3
（13）

▲8
（0）

3
（10）

5
（8）

35
（70）

40
（43）

0
（20）

0
（6）

5
（12）

5
（9）

50
（90）

1. 激変する環境への対応　 －第三次中期経営計画の見直し－

修正中期経営計画修正中期経営計画

国内温水空調機器国内温水空調機器

海外温水機器海外温水機器

住設システム機器住設システム機器

厨房機器厨房機器

その他その他

連結合計連結合計

売上高売上高 営業利益営業利益

2008年
実績

（当初公表値）

2008年
実績

（当初公表値）

2009年
修正計画

（当初公表値）

2009年
修正計画

（当初公表値）

2010年
修正計画

（当初公表値）

2010年
修正計画

（当初公表値）

2008年

実績

（当初公表値）

2008年

実績

（当初公表値）

2009年

修正計画

（当初公表値）

2009年

修正計画

（当初公表値）

2010年

修正計画

（当初公表値）

2010年

修正計画

（当初公表値）

2. 企業価値創造に向けて

～ 2015年想定 ～
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安全・安心への対応

事業環境の認識－国内

2015年に向けたトレンド2015年に向けたトレンド

社会の要請社会の要請

時代の流れ時代の流れ

省エネ省エネ

環境環境

安全・安心安全・安心

高齢化高齢化

改正省エネ法改正省エネ法

長期優良住宅法長期優良住宅法

耐震補強耐震補強

長期使用機器の
定期点検義務化

長期使用機器の
定期点検義務化

消費者保護消費者保護

新エネルギー新エネルギー

安全意識の
高度化

安全意識の
高度化

高効率タイプのスタンダード化高効率タイプのスタンダード化

エネルギーベストミックスエネルギーベストミックス

フェールセーフの追求フェールセーフの追求

ユニバーサルデザインユニバーサルデザイン

住宅設備の計画的維持管理への対応住宅設備の計画的維持管理への対応少子化対応少子化対応

2.企業価値創造に向けて

ノーリツの方向性ノーリツの方向性

環境・省エネへの対応

多様なニーズへの対応

快適性・利便性快適性・利便性

健康･美容健康･美容

ワンストップサービスワンストップサービス

ライフスタイル
の多様化

ライフスタイル
の多様化

女性の社会進出
定年延長

住宅設備の
長期使用

住宅設備の
長期使用

節約志向節約志向

健康・美容志向健康・美容志向

消費の多様化消費の多様化

多様化するニーズに対応するための事業モデルと技術開発が求められる。多様化するニーズに対応するための事業モデルと技術開発が求められる。
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社会の要請社会の要請

時代の流れ時代の流れ

ノーリツの方向性ノーリツの方向性

事業環境の認識－海外

2.企業価値創造に向けて

2015年に向けたトレンド2015年に向けたトレンド

新エネルギー新エネルギー

タンクレスの普及タンクレスの普及

製品基準の

厳格化

製品基準の

厳格化

経済の多極化経済の多極化

安全意識の

高度化

安全意識の

高度化

エネルギー需要の
変化（天然ガス化）

エネルギー需要の
変化（天然ガス化）

エネルギー問題エネルギー問題

インフラ整備インフラ整備

生活水準の向上生活水準の向上

環境保護環境保護

REACH対応REACH対応

低Nox対応低Nox対応

環境環境

省エネ省エネ

安全・安心安全・安心

グローバル化グローバル化

新興国の成長新興国の成長

環境・省エネへの対応

タンクレス給湯器の性能向上タンクレス給湯器の性能向上

高効率ラインナップの拡大高効率ラインナップの拡大

様々なエネルギー対応機器の開発様々なエネルギー対応機器の開発

需要拡大に向けた取り組み

タンクレス給湯器の訴求タンクレス給湯器の訴求

新規エリアへの参入・拡大新規エリアへの参入・拡大

上海生産商品の世界展開上海生産商品の世界展開

温水機器の世界需要 （当社推定）

総需要

3.8兆円

保有技術の深耕による差別化と市場開発のスピードアップが求められる。保有技術の深耕による差別化と市場開発のスピードアップが求められる。

電気・暖房・

ソーラー等
市場規模

1,8兆円

ガス・石油機器
（環境・省エネ商品含む）

市場規模
2兆円
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ノーリツの成長戦略

2.企業価値創造に向けて

海外事業は中長期的に成長事業であり、重点的に経営

資源を投入し、エリア別に成長させる

国内事業は温水空調機器事業を核に、厨房機器事業、

住設システム機器事業、さらに周辺事業を一体運営する

ビジネスモデルにより成長させる

海外事業は中長期的に成長事業であり、重点的に経営

資源を投入し、エリア別に成長させる

国内事業は温水空調機器事業を核に、厨房機器事業、

住設システム機器事業、さらに周辺事業を一体運営する

ビジネスモデルにより成長させる

ノーリツは、国内および海外において更なる事業成長を

目指していきます。

ノーリツは、国内および海外において更なる事業成長をノーリツは、国内および海外において更なる事業成長を

目指していきます。目指していきます。
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成長ドライバーとしての海外事業

2.企業価値創造に向けて

国や地域ごとに異なるお客さまのニーズ・製品基準・各種規制に対し、

環境・省エネ商品をさらに進化させ、お客さまの高い満足を実現していく。

国や地域ごとに異なるお客さまのニーズ・製品基準・各種規制に対し、

環境・省エネ商品をさらに進化させ、お客さまの高い満足を実現していく。

オセアニアオセアニア

南米南米

ロシアロシア

欧州欧州
自社ブランド展開

提携戦略

エリアの拡大・深耕

開発戦略・商材の拡大

高品質・環境省エネ商品・

低コスト商品開発での

世界展開（上海工場）

自社ブランド展開

提携戦略

エリアの拡大・深耕

商材の拡大

提携戦略

自社ブランド展開

エリアの拡大・深耕

商材の拡大

自社ブランド展開

提携戦略

エリアの拡大・深耕

商材の拡大

自社ブランド展開

提携戦略

エリアの拡大・深耕

商材の拡大

提携戦略

自社ブランド展開

エリアの拡大・深耕

商材の拡大

南アフリカ南アフリカ

新規参入

自社ブランド展開

提携戦略

商品戦略

中国・アジア中国・アジア

北米北米
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お客さまお客お客さまさま

目指す国内事業モデル－売り切り型からの脱却

2.企業価値創造に向けて

商材拡大商材拡大

既存事業既存事業

既存サービス既存サービス

ノウハウ構築ノウハウ構築

業域拡大業域拡大

時間軸Ⅲ時間軸Ⅲ時間軸Ⅱ時間軸Ⅱ時間軸Ⅰ時間軸Ⅰ

住設機器の

新規導入時

住設機器の

新規導入時
給湯器の取替時

－10年サイクル－

給湯器の取替時

－10年サイクル－

リフォーム実施時

－20年サイクル－

リフォーム実施時

－20年サイクル－

ノーリツ

グループ

ノーリツノーリツ

グループグループ

エネルギーベストミックス・湯まわり周辺・住宅関連商材エネルギーベストミックス・湯まわり周辺・住宅関連商材

アフターサービスアフターサービス

設置・施工、保守、点検、修理、リフォーム設置・施工、保守、点検、修理、リフォーム

パートナーパートナー

ソフト面の拡充

ハード面の拡充

複数事業の一体運営モデルをベースに、給湯器の取替えサイクルを

起点とした新たなサービスを確立する。

複数事業の一体運営モデルをベースに、給湯器の取替えサイクルを

起点とした新たなサービスを確立する。

住宅設備プランナー住宅設備プランナー

温水空調機器、住設システム機器、厨房機器温水空調機器、住設システム機器、厨房機器

パートナーパートナー
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周辺 周辺

周辺 周辺

2.企業価値創造に向けて

技術・商品開発戦略－グローバル視点の技術深耕と新規事業の開発

リビング空間リビング空間サニタリー空間サニタリー空間

浴室空間浴室空間 キッチン空間キッチン空間

お湯

湯まわり空間における技術を融合させ、事業を拡大する。湯まわり空間における技術を融合させ、事業を拡大する。

生理評価 水質改質

エイジング・コントロール

太陽光・熱利用 排熱利用

ヒートポンプ

安
全
・安
心

安
全
・安
心

フ
ェ
ー
ル
セ
ー
フ
の
追
求

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

多
様
化
ニ
ー
ズ

多
様
化
ニ
ー
ズ

健
康
・
美
容

快
適
性
・
利
便
性

お湯の新機能・価値提供お湯の新機能・価値提供

エネルギーベストミックスエネルギーベストミックス

燃料電池

熱交換技術熱交換技術熱交換技術

燃焼制御技術燃焼制御技術燃焼制御技術 流体制御技術流体制御技術流体制御技術


